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行動規範 
 

継承センターのご家族の皆さまへ 

 

ご家族で一緒にこの行動規範の内容をご確認ください。継承センターの規範、期待される事項、ポリシ

ーをよく理解し、これらを守ることが大切です。 

 

保護者とお子様がこの行動規範を読み、理解したことを表明するため、オンラインのファミリーアカウン

トにある該当のボックスにチェックマークを付けてください。 

 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

継承センター理事一同 

 

 

目的 

 

この行動規範は、継承センターの生徒、教職員、家族、訪問者、ホスト校、およびこれらを取り巻くコミ

ュニティの中で、相互を信頼・尊重する環境を維持するためのものです。これらの人々及び団体は以下

で「コミュニティメンバー」または「メンバー」と総称されます。 

 

この行動規範は、コミュニティとしての行動の規範を形成するものであり、継承センターの規律システ

ムとなります。この行動規範は、すべてのコミュニティメンバーの健全な成長と発展を促進するための

ものです。この規律システムは罰則や非難のためにあるのではありません。健全な行動をはぐくみ、自

己を律するためのツールとなるものです。 

 

この行動規範は、対面授業およびバーチャルクラスも含め、またフィールドトリップやコミュニティイベン

トなどの校外アクティビティ中も含め、継承センターのすべてのアクティビティに適用されます。 

 

コミュニティでの生活には、自由と共に制限も必要となります。権利には必ず責任が伴います。この行

動規範は、人間は過ちから学ぶという信念に基づいて記述されています。規律システムは、行動には

結果が伴うことをコミュニティメンバーが学ぶための教育的ツールとなります。 
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行動規範は、自らを省みるためのツールです。コミュニティメンバーは、自らの行動が他の人に影響を

与えたと気づいたときは、関係を修復するために自らの行動をどのように変えることができるか、自ら

を省みるべきです。自分がしたことが間違っていたと認め、自分の行動がいかに人を傷つけたかにつ

いて理解することが必要です。不当な行為をした相手には、適切ならば、メンバーは自らの思いを伝え、

今後の行為を改善するためにベストを尽くすべきです。 

 

コアバリュー 

  

継承センターのコミュニティメンバーの行動は、以下のコアバリューに従います。 

  

• 尊重 
• 思いやり 
• 誠実 
• 責任 

  

規範と期待される事項 

  

継承センターはすべてのメンバーに対し、学習環境（対面授業および遠隔授業活動を含む）において、

責任ある一員として行動することを期待します。オンラインまたは校外での行動を含め、コミュニティの

規範と期待される事項に反するいかなる行動も、規律違反の対処を受ける可能性があります。以下の

基準は、コミュニティとメンバーの安全と健全性のために重要な事項です。 

 

尊重：すべてのメンバーは、他のコミュニティメンバー全員の尊厳と価値を尊重し認識する態度を示す

ことが求められます。メンバーは、礼儀正しく丁寧であることが求められます。卑猥、冒涜的、無礼な言

語やジェスチャーを使用してはなりません。誰であっても、継承センターの所有物、他者の所有物、ホ

スト校の所有物に損害を与えたり悪用したりすることは許されません。 

  

思いやり：すべてのメンバーは、ポジティブでオープンな環境を形成するため協力することが求められ

ます。メンバーは、誰かを傷つける言語的または物理的な行為に関与してはなりません。これには、脅

迫、ハラスメント、濫用、暴力行為が含まれます。侮辱的または差別的な言葉（民族、人種、性別、宗

教、性的指向、能力、社会的または経済的状況に関連する否定的なコメントを含むがこれらに限定さ

れません）は、許容されません。思いやりのないコメントや行為に関して、からかっただけ、ただの冗談

だ、というのは言い訳になりません。 
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誠実：すべてのメンバーは、正直であることが求められます。生徒は、自分の学習を独力で確実に行う

ことが期待されます。宿題やテストについて、許容できない種類の支援を意図的に行ったり受けたりす

ることは、カンニングと見なされ、許容されません。許可なしに別の人の所有物（継承センターの活動中

に不在のノーウッドの職員や生徒の所有物を含む）を取得または使用することは、窃盗と見なされま

す。 

  

責任：すべてのメンバーは、安全で清潔な学校環境を維持するため協力すること、そしてすべての法規

とセンターのポリシーに従うことが求められます。生徒は、授業を受けて自ら学習する準備ができてい

ることが求められます。これには、自分の学習用具を自分で管理することが含まれます。違法または潜

在的に有害な物質（アルコール、たばこ、電子たばこ、ベープ、処方薬物、違法薬物を含む）の所有、

使用、配布、および作用影響下にあることは、厳しく禁止されます。生徒は、いかなる場合にも、いかな

る種類のナイフ、武器、銃も所持してはならず、その種の他の物品も使用してはなりません。さらに、生

徒は、武器または潜在的に危険な物品を他の生徒が所有していることを知った生徒は、すぐに大人に

報告しなければなりません。 

  

注意：全てのメンバーは、すべての教育用資材を倫理的かつ責任をもって使用しなければなりません。

これには、Zoom、個人用機器（携帯電話など）、継承センター所有のノートパソコンなどのテクノロジー

リソースが含まれます。遠隔通信にも、他のすべての継承センターの活動と同じ基準と期待事項が適

用されます。 

  

責任  

  

メンバーがコミュニティ規範に違反した場合、継承センターは対処を行います。教師および/または職員

が、関係者の発達ニーズと特性に基づいて、個々のケースを個別に対処します。深刻な問題行為の場

合は、理事会が対処に関与することがあります。 

  

違反行為に対する対処としては以下のものが挙げられますが、これらに限定されません。 

  

• 言葉による指導 

• カウンセリング  

• 継承センター活動への参加の制限 

• 特権の喪失 

• 停学 

• 書面による指導 
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• 保護者面談 

• 退学 

• 更生的な罰則 

• 法的手続 

  

違反行為に対する対処は、その行為の性質によって異なります。これらは必ずしも所定の順序に従っ

て適用されるものではありません。罰則は、関係者のニーズとコミュニティの安全を常に念頭に置いた

上で、機密事項として取り扱われます。 

  

特別ルール - ノーウッドスクール 

  

継承センターとノーウッドスクールとの関係は、当センターのプログラム存続のために重要です。ノーウ

ッドスクールとの長年にわたる関係を尊重し、また契約を遵守するために、コミュニティメンバー全員に

これらの規則を守っていただく必要があります。 

  

1. 教室、階段、廊下、ジムでの飲食は禁止（蓋のついたボトルに入った水のみ許可されます）。 

2. 廊下や階段では走らない。 

3. 大人が同伴する場合を除き、生徒はエレベーター使用禁止。 

4. 備品を動かした場合は、使い終わったら元の場所に戻す。 

5. ノーウッドスクールとの契約により明示的に許可されていない場所には入らない。 

6. ノーウッドスクールまたはその教職員や生徒の所有物には触らず、使用せず、持ち去らない

（ロッカー、ノートパソコン、ノートや本、マーカーなどの教材を含む）。 

  

特別ルール - 遠隔教育 

  

オンラインでの継承ファミリーの個人情報保護とセキュリティはきわめて重要です。継承センター全員

がデジタル市民としての正しい行動を確実に行うためには、皆様のご協力が必要です。以下のガイドラ

インに従ってください。 

  

1. 継承センターのセッションのミーティング IDやパスワードは、継承センタープログラムに無関係

の人物とは決して共有しないでください。 

2. オンラインセッションにアクセスする際は、ミーティングホストに対して、身元を明らかにする必

要があります。匿名での参加は認められません。生徒はフルネームを使用しなければなりま

せん。「iPhone」や「K’s laptop」といったニックネームは使用できません。 
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3. セッション中はコンピューターのカメラを常時オンにしておかなければなりません。帯域幅の制

限のためにカメラをオフにする必要がある場合は、担任にその旨を伝えてください。 

4. オンラインセッションはいかなるデバイス（携帯電話など）にも記録しないでください。また、オ

ンラインセッションをソーシャルメディア（Snapchatなど）に公開しないでください。 

5. 継承センターコミュニティメンバーの名前や写真などの個人特定可能情報は、オンラインで共

有しないでください。 


